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図 2 WEB セミナー配信の様子 

 

 

 
添加量 密度 g/cm

3
比磨耗量 mm

2
/N 動摩擦係数

0wt% 2.22 7.39×10
-4 0.23

5wt% 1.94 2.97×10-8 0.23

10wt% 1.97 2.66×10-8 0.21

20wt% 1.77 2.48×10-8 0.24

表１ PTFE/BC 材の摺動試験結果 
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添加量 A:0wt％、B:5wt％、C:10wt％、D:20wt％ 

図１ BC/テフロン摺動試験試料 
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CNF は、パルプには無い優れた機械特性

を活かし、様々な用途開発が進められてい

ます。そこで、CNF の一種である産業廃棄

物のバクテリアセルロース（BC）の用途開

発を試みました。 

 

 

令和元年度に開発した、微粉砕プロセス

による微粉末 BC とテフロンを混合し、焼

結して試料を成形しました（図１）。焼結

は 360℃―30 分で行いました。この時、

BC の酸化が進み、試料は全体に褐色とな

りました。黒色の箇所は BC の大きな塊で

す。この試料を用いて摺動実験を行い表１

の結果を得ました。5wt%の添加で、比磨

耗量を 4 桁小さくすることができました。 

 

  

令和元年度では、BC の微粉砕プロセス

を開発し、乾燥・粉砕時のコストダウンに

成功しました。令和２年度は、微粉末 BC 

はスチロール樹脂の比磨耗量を 2 桁低下さ

せることを明らかにしました。 

令和 3 年度では、テフロンに微粉末 BC

を添加改質で、動摩擦係数を上げることな

く比磨耗量を減少させることができまし

た。以上より、BC（CNF）の新たな利用方

法を提案できました。 
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